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巻 頭 言 

「これからの農業を語る」座談会に出席して 
蔵 知   毅 

 

 10 月の終りから 11 月の初めにかけて、各農林事務

所単位に「これからの農業を語る」座談会が開かれ、

農林部長を中心に各課の課長や課長補佐が出席して、

地方の声を聴く機会が与えられた。 

 県勢振興計画に基づいて、各種の産業の振興が考

えられ、それに伴なう就業構造の改善計画も進めら

れて、農林水産部会の答申案も出来上った。この答

申案を中心に将来の農業問題を語る会であったが、

この計画によると、将来の農家戸数は未業農家、第

１種兼業農家はそれぞれ３万戸、第２種兼業農家は

６万戸で、農業就業人口は 218000 人で農業所得は

485 億円となり、農家１人当たりの所得は 146000 円

が計画され、他産業の所得の 78 パーセントとなって

おる。この計画の中心は畜産であって、所得の増加

に伴い米の消費は現状とあまり変らないが、畜産物

の消費は急増するので、それだけ生産にも力を入れ、

農業所得における畜産物の所得の増大を計画してい

るのである。この際心配されていた「畜産物の価格

安定法案」も臨時国会の最終日に通過したので、一

応増産に対する明かるい見通しもついたわけである。 

 今回の座談会を通じて、最も多く発言されたこと

は、土地整備の問題と近代化資金の問題と畜産問題

である。農業構造改善の基本をなす土地と資金の問

題は当然であるが、畜産に対する関心も深く、種々

の問題が語られた。その中には酪農問題、牧野改良

と保安林の問題、豚の増殖の問題、貿易の自由化と

畜産物の問題、家畜共済の問題、技術指導の問題等々、

重要な問題が出て来たが、一般に畜産に対する期待

の大きいものがあることがうかがわれた次第である。 

 この座談会通じて考えさせられたことは、畜産経

営の合理化と、自立経営の確立による生産の安定化、

更に消費の拡大と消通機構の確立、技術指導の一本

化と技術員の増員等であった。 

 何はともあれ畜産は今や陽の当る産業として、や

っと脚光を浴びて来たようである。有畜農業的存在

より、農業経営の中心的役割を受け持つ様になって

来たわけであるから、お互にこの際充分研究して畜

産の発展につくしたいものである。 


